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３要旨

 モモの若木時代における新梢管理手法（樹冠内部の徒長枝処理）として、新梢摘心の時期と方法
について検討した。この結果、新梢の摘心は満開後40日、80日、150日頃に樹冠内部の30～50cm以
上に伸長した主枝背面の新梢を、5cm程度残してせん除することにより、徒長枝の発生と主枝のは
げ上がりを防止できた。

（１）  新梢摘心で残す新梢の長さを5、10、15、20cmで比較したところ、残す長さが長いほど二次伸長の
発生が多く、生長も旺盛となった。

（２）  摘心の時期について、満開後40、50、60、70日で比較したところ、時期が早いほど二次伸長枝の発
生が少なく、生長も比較的小さかった。また、摘心後二次伸長枝の再摘心が必要となるのは、摘心
後30～40日頃であった。

（３）  摘心後発生する二時伸長枝は、葉芽、花芽ともに着生するが、花芽の割合は少なかった。

（４）  以上の結果から、新梢の摘心は満開後40日頃（仕上げ摘果時）に、主枝の背面など樹冠内部の
30cm以上伸長した新梢を基部5cm程度を残して摘心し、以後、満開後80～90日頃および150日頃に
30～50cm程度に伸長した新梢を再度摘心することにより、樹冠内部の徒長枝の発生を制限できるこ
とが確認された。
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